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1 は し が き

タイ国の国土面積は 514,000km2 で, わが国土の約1.4倍に相当 し, しか もその約5090'が平

坦地か らなっている｡

人口は現在約3,000万人 といわれており近年における人 口増 加率は年約 3% に達 し急速に増

加の傾向をたどっている｡人 口,耕地面疏,水稲生産の状況は表 1,また単位面積当 りの生産

は表 2, 表 3に示す通 りである｡

以上の表か らすれば水田面積はわが国の約2倍で単位面積当 りの収品は 1/3弱, しか も消 費

人口が約1/3となっているので現在のところ末だ米の輸出余力はあるが, 以上に 示 した人 口増

加の傾向か らすれば,今後水田面積の拡大 と共に単位面積当 りの収量増加を計 る必要に迫 られ

てお り, これ らを 目標にしたかんがい排水事業が強力に展開されているのが現状である｡

タイ国における過去のかんがい排水事業の発展過程を概観すると,降雨量が表 4の通 りであ

るので約700年以前か ら Chiengmaiを中心 とした 北部地方において, 河川取水を 主体 とする

かんがい事業が行なわれている｡その頃中央平原においてはもっぱ ら洪水の氾濫にまかされて

いた ようである｡主都が Bangkokに移ってか ら (1782年以降)は WaterCommunication,

WaterConservationなどの舟運に闇する水路網および水路のコン トロール,維持管理に関す

る事業が盛んに 行なわれている｡ 1902年農林省の内に Department OfCanalが設け られオ

ランダの技術者 VanderHeideの指導により運河,水門の改修が行なわれ,また新 しい計画

が立案 されている｡1914年頃にはイギ リスの技術者 SirThomasWardの指導を受けて現在

的なかんがい排水事業が行なわれ るようになってきた｡その頃 DepartmentofCanalの代 り

に IrrigationDepartmentが設け られている｡

現在北部地方に存在する主なかんがい排水施設は1921年以降に実施 された事業によるもので

ある｡1916年頃に中央平原東南の SouthPasakProject(108,800ha)が計画 され,1924-1951
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表 1 タイ国の人口と耕地面積,稲作などとの関係

Years

1953

1954

1955

1956

1957

1958

1959

1960

1961

1962

Populations
(×1000人)

AreaofField(Xl000ha)

21,456 】 7,014.88

22,099

22,762

23,445

24,148

24,873

25,619

26,388

27,180

27,993

6,455.04

6,697.76

7,044.16

6,356.64

7,091.36

7,572.16

7,716.80

8,116.16

8,544.16

Rice OtherUses

6,174.0 846.08

5,557.1 897.92

5,7と)9.6 828.16

6,023.7 1,020.48

5,074.7 1,281.12

5,757.9 1,33こう.44

6,065.4 1,506.72

5,921.3 1,795.52

6,179.0 1,937.12

6,6･45.4 1,898.72

Production of

PaddyRice
(× 1,000ton)

5,709

7,337

8,297

5,570

7,053

6,770

7,834

8,177

9,254

表 2 単位面積当りの収量

~~~~~~~王e-a-r-ー~"ー~~~~匡 正 長這 (kg/Rhaij

1907′-16

17-ノ26

27-36

37-一46

47′--57

1960

1qt)I

1962

也

314

288

287

261

20.3

208

222

231

239

表 3 各国における単位面積当りの収量 1961年

Spain

Italy
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U.S.A.
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Malaysla
Burma
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Pakistan

india

Thailand

PhilipplneS

018

8-4

7-2

611

514

3-1

2-9

2-0

2-6

2-2

2-1

竺

表 4 タイ国における地方別降雨量
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年にIJ'L:成 されている｡ またこの頃 ChaoPhraya河 より以東に海岸堤防が設け られて,海水の

浸入を防 ぐと共に一方淡水を 導いて SouthPasakProject地区より海岸線 までの 広大な低緑

地帯の開発が行なわれている｡ これは 一種の干拓事業にも匹敵するもの と考えることができ

る｡ これ らの事業は海水の侵入を防 ぐと同時に排水が主たる目的であって, この国の排水 とい

うのは特に収穫時期の排水を意味 しているのである｡

また1952-1957年に ChainatDam (取水堰)が完成 し,さらにタイ国最大の近代的貯水池で

ある BhumiphoIDam が 1953-1964年に完成 している｡ 1927年になって IrrigationDepart-

mentの内容が WaterResourceDevelopmentに関するものになり (ただ し英二封土今 Elも従

来通 りになっている)事業範囲が以下のように拡大 されている｡

1. ConservationorStorageofWater 2. Irrigation

3. Drainage 4. Reclamation

5. FloodCo工ItrO1 6. Hydro-electricPower

7. WaterCommunication

写真 l Pi工lgRiver上流 (Chiengmai東北部)

MこlCFackProjectlieadWork,1936年完成

写真 2 MuneRiver上流 (Khorat東北部)

TungSamridProjectHeadWork,1958年完成

写真 3 MaeKllOngValleyNongliEliにおける 写真 4 SangbadalRoictにおけるFloodCollt-
FloodColltrOl事業による堤防 rol事業による堤防 (CheeRiver中流)
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2 RoyalIrrigationDepartmentの組織と運営

表 5 RoyalIrrigationDepartmentの組織

1. EngineeringService

(1) SurveyDivision

(2) TechnicalDivision

(3) PlanningDivision

2. ConstructionService

(1) Hydro-EnergyDivision

(2) ConstructionDivision(irrigation)

(3) ConstructionDi'V･ision(General

WaterResourceDevelopment)

(4) StateIrrigationDivision

(5) IrrigationRoadwayDivision

3. OperationandMaintenance

主 として StateIrrigationDivision

4. SupportingService

(1) 0銃ceoftheSecretary

(2) PersonalDivision

(3) LandProcurementDivision

(4) MedicalDivision

(5) FinanceDivision

(6) StoreDivision

(7) Transport

(8) MechanicalEngineering

5. FieldWork

6. Personnel

写真 5 RoyalIrrigationDepartment

現在 タイ国の RoyalIrrigationDepart-

ment (R.i.D.) は前述の 7項 目にわた

る事業を表 5に示すような 6つの区分の範

囲において,18の Division に分けてそれ

ぞれの仕事の分担を行なっている｡

なお,R.Ⅰ.D.には DirectorGeneral

と2人の Vice Director の下に 16人 の

specialgrade, 155人の 丘rstgrade,391

人の secondgrade,500人の third grade,

594人の fourthgradeなどの 人員を 配 し

合計1,656人の 役人によって 運営 されている｡また1939年に IrrigationEngineering College

が R.i.D.により設立され 技術者の養成を 行なうよ う に な り, これ が 現在は Kasetsart

University の Faculty ofIrrigationEngineeringになっているが専任教授は おらず R.Ⅰ.D.

の specialgradeofncials が講師を勤めている｡ 従ってかんがい排水関係の大学院がな くこ

れにE.g連する学位 もタイ国では取得する方法がないようである｡

3 主なかんがい排水事業およびその効果

A 主なかんがい排水事業

タイ国におけるかんがい排水事業は次のように分け られている｡

(1)StateIrrigationProject

主 として取水堰ならびに幹線,支線用排水路に関する事業その他洪水防御用堤防なども

含むのであるが R.Ⅰ.D.が直接行なう事業であって, これ らの事業によって築造された

施設は最後まで R.Ⅰ.D.により維持管理が行なわれることになっている｡
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(2)PeoplelrrigationProject

これがさらに次の 3つに分け られ政府の許可を得て行 なう事業 となっている｡

a PrivateIrrigationProject

個人的なもので永久構造物を伴わない場合

b PeopleIrrigationProject

地方の人 々の耕作に便なるよう共同的に行なう事業

c ContractualIrrigationProject

請負かんがい

(3) StorageDam andTank

かんがい用あるいは水力発電用その他の貯水池の築造事業であって, すべて R.Ⅰ.D.浴

直接行なうことになっている｡また維持管理 も (D と同様である｡

(4) Pumpirrigation

(5) DykeandDitchProject

圃場整備事業であって R.I.D.が代行 して行 なう場合が多い｡

次に1963年 までに完成 し1964年施工中の事業は表 6,図 1,図 2の通 りである｡以上のうち

主な ものについて述べ ると,

o ChainatDam (GreaterChaoPhrayaHeadWork)

1948年 FAO 使節団に より ChaoPhraya計画が 樹立 され, 1952-1957年に この取水ダム

が完成 されたoダムの全長237.5m,スルースゲー ト式のダムで各ゲー トの長 さ12.50m,各 ヒ

7-の巾2.50m, 16達, 最大高水量 3,300m3/sec で長 さ 1km に及ぶ 余水吐を もっている

(ChainatAyutthayaCanalに直接連なっている)｡また,ダムの右岸側に｢T114m,長 さ170.5

m,高 さ (水薗上)8.5mの Navigationlockが設け られている｡なお,以上の外 Manorom

Regulator(ChainatPasakMainCanalに通 じる)MakamdhaoRegulator(SuphanRiヽ-er),

BoromdhartRegulator(NoiRiver) などにより ChaoPhraya CentralPlain 914,88011a

(5,718,000Ra主)の耕地にかんがいしている｡(写真 6,7参照)

o BhumiphoIDam (YanheeDam)

このダムほかんがい,発電,舟運 などの多 目的をもって1953年頃か ら着手 され,1964年に完

成 しているoダムの型式はコンクリー トア-チダムで,高 さ-154m, 長 さ-486m, 厚 さ-6

-52.2m, コンクリ- ト量 970,000m3,余水吐 3,000m3/sec,2連計 6,000m3/sec(1,000年確

率出水), 貯水池水面長 さ-207km, 巾 7.5km, 水面積 300km2, 最大水深 124m, 貯水量

12,200,000,000m3 (deadwater36億 m3,有効貯水量86億 m3) である｡発電に関 しては落差

loom, 発電機 8台, 75.8×8-606.4m3/sec,発電合計22億 3千万KWH/午 (1台 2億 8千万

KWH),現在の電力需要は 3億 5千万KWH/年であるか ら2台の発電機によって もなお電力が
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余 ることになるので未だ 2台の発

電機 しか設置 されていない (なお

この 発電機は 日本の 日立製 であ

る)｡かんがいについては, 24万

ha (150万 Rai)が かんがい され

ているが貯水は十分に利用 されず

に余っている状態である｡ (写真

8,9参照)

o DykesandDitchesProject

河川か らの氾濫かんがいだけで

は水がかか らないような標高が高

くしか も高低差のある所では,従

来降雨の少ない年には減収をきた

し生産が安定 していないのであっ

たが,BllumiphoIDam及びChainat

取水堰が 完成 して かんがい 用水

のコン トロールが行なえるように

なってきたので,かんがい用水の

配水組織を整え貯水 された用水の

有効利用に よる生産の安定化な ら

びに増収を計 るために計画 された

一種の圃場整備事業である｡ また

この事業は現在計画実施 されてい

る secondcrops栽培についての

乾季の畑地かんがい実施の前提条

件 にもな り,一方水稲の二期作を

も可能にする事業である｡ この事

業は水路階穀の差は多少あるが,

その一般は先ず河川か ら幹線用水

路へ取水 し,支線用水路をそれに

連ね,支線用水路か ら図のように

末端の Ditchすなわち用排兼用水

路を間隔400m,ほほ平行に 1-2
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表 6 タイ国における水資源開発利用

(1963年までに完成および1964年に施工中のもの)

2,632,151ha

StatelrrlgationProject 2,069,390ha

〔Ⅰ〕 NorthRegion 126,046

(1) MaePingRiverBasin 51,340

(2) MaeWangRiverBasin,MaeWang 12,300

(3) MaeYon RiverBasin,MaeYom 35,840

(4) MaeKokRiverBasin,MaeLao 26,560

〔ⅠⅠ〕 CentralPlainRegion 1,795,460
(1) ChaoPhrayaRiverBasin

A GreaterChaoPhraya

18Projects 914,880

B OtherProjects

5Projects 310,880

(2) BangPakongRiverBasin
3Projects

1,225,760

1,220,660

(3) MaeKlongRiverBasin
GreaterMaeKlong 388,320

(4) PetchburiRiverBasin

3Projects 53,920

(5) RayongRiverBasin 4,800

〔ⅠⅠⅠ〕 NortheastRegion 131,870ha

(1) MekongRiverBasin,4Projects 23,920

(2) CheeRiverBasin,3Projects 49,440

(3) MuneRiverBasin,4Projects 58,510

〔ⅠⅤ〕 SouthRegion

TheChiad, 1Project 16,000 ㌢

PeopleIrrigationProject 188,058ha.

NorthRegion,26Projects

CentralRegion,26Projects

NortheastReglOn,7Projects

SouthRegion,21Projects

87,968

47,818

2,800

49,472

Tanks 62,483ha 423,029m 3･

NortheastRegion(138Tanks)57,643 367,956 r

(others35,200)

OutsideNortheastRegion .

(16Tanks) 4,840 55,073

StorageDam (UnderConstruction)

BhumiphoIDam andOther5Dams

240,

Pumplrrlgation

DykeandFieldDitcllProject

GreaterCIlaOPhraya
Petchburi

oooha 14,182,000m 3

72,200hal

862,600hat

8冒…莞 ;

以上の表はほとんど大部分 IrrigationProjectで

あるが一部 Drainage,Flood Protection,Conser-

vation,WaterCommunicationなどの Projectも

含まれている｡
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写真 6 ChainatDElm 写真 7 GreaterChaoPhrayaHeadWork

余水 吐 (長 さ 1km で,道路 となっている)

写真 8 BhumiphoIArchDP.m 写真 9 BhumiphoIDam の水力発電用放水管,

8本の内 2本しか設置されていない状況

写真10 Suphanburiにおける DykeS

andDitchesProjectの機械 による

施~1̀状況
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写真ll Samchookの SeCOndcropに

対するかんがいに関する DemollStra-
tionFarm
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km 長 さに配置 し,各 Ditch問において湛水が 20-30cm可能になるように,その区間の勾配

により適当な距離に旺畔を築造することである｡

この事業において (現在のタイ国の粗放的な稲作の管理の段階では止むを得ない と考えられ

るが)農道を伴っていないことが将来大きな欠陥 となるようである｡かんがい排水組織にして

は立派なもので自然条件に合致 した合理的方法 といえるか も知れない｡

この事業に関して 1941年 TheFieldDykesandDitchesActが出されて いたのであるが

1962年新たに TheDykesandDitchesActが出され, これに準 じて事業が行なわれている｡

(写真10,図 3参照)

図 3 DykeandDitcbの配置

A-A'∫ection

a-B/∫ectiDn

o GreaterChaoPhrayaProject地区における SecondCropsの振興

乾季における BhumiphoIDamおよび ChainatDam貯水の有効利用によってChaoPhraya

の平原約30万 ha(190万 Rai)に Secondcrop (主 として 畑作物)を栽培 しようという計画

が樹立 され FAOか ら2人の台湾人の Expertが指導に当 り既に 1965年が 計画の第 1年度で

3.2万 ha(20万 Rai)が実施ずみ となっているのであるが,計画通 り進展 させることは困難の

ように見受け られた｡(写真11参照)

以上の計画を成功 させるために 1964年か ら Chainat,Singhbur,Suphanbtlri(Sanchook),

Lopburiなどの4カ所に試験場を設け栽培な らびにかんがい試験を 行なっている｡ 栽培作物

としてほ mung-bean,ground-nut,sesame,maize,sorghum,water-melon,cucumberな

どが考えられている｡

畑地かんがいの必要水量は 1月～4月間, 月 2回のかんがいで 360mm であるが, 有効雨

量, 水路損失, かんがい 効率などを考慮 して 結局 320mmかんがいすればよい との計画であ

る｡
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月

月

月

月

1

2

3

4

計

Ii'十ぎ･可:タ ノ国のかんがい紺水事業 と今後の諜:当

必要水量 実際のかんがい水量

80111m lOOmm

80 80

100 100

100 40

360 320

従って 360mm/120day-3mm//day となる｡ ところが この間の計器蒸発量は 5-6mm pday

であるか らとれ らの畑地用水量についても今後再検討すべ き問題があるように見受け られた-

なお,計画では全収量 は 18,065tonで11,200万 Bahtの収益を見込んでいる｡

B かんがい事業の効果

(1) 稲作の場合

自然氾濫だけの場合,PaddyRice生産 100-250kg/Ra主

人工氾濫かんがいによる場合 約330 〟

DykesandDitches完成後 450 〟

化学肥料施用による場合 550-600 〟

以上により 200kgが 600kgになれば3倍の収量増加が見込 まれ るわけであるO

(2) 排水改良

従来,雨季洪水被害を年 々受ける耕地が全耕地の34%に相当 していたのであるが,排 水致艮

事業の実施に より6%'以下に減少っ

(3) ダム貯水

ダムの貯水により洪水調節が可能 とな り, 洪水氾濫の被害を まぬがれ ると共に BhLllr_iphoI

Dam に より約22億 KWH の電力を産み ChaoPhrayaPlain乾季約30万 1laにわたってか

んがい し,ll,200万 Baht/yearの収益をあげ られ るっ

(4) 舟 運

年間400万 tonの貨物を irrigationcanalにより運搬 し, その costは トラックの十5,汽

車の1/2の低廉 さである｡

(5) そ の 他

工業用水,家事用水の確保な らびに水質汚濁を防 ぐ効果が期待 され る｡

i かんがい排水による農業開発の今後の課題

以上はタイ国におけ るかんがい排水事業の大要であり, これ らの事業の遂行によって農業LT)

飛躍的な発展を計 ろうとしているのである｡ これ らかんがい排水による農業開発の内容 をみる
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写真12 Kampangpetch付近の未墾平地林
(WangRiver中流)

写真13 NakornSawan地方の開田後間もない
水田 (WangRiver下流)

と,

(1) 開墾により農地面積の拡大を計 ろうとするもの｡

(2) 既成農地のかんがい排水改良 (基盤整備) ならびに DykesandDitches法の実施 (圃

場整備) により農業の集約化の方向に努力 しているO この内でも雨季稲作の集約化 と乾季

稲作,乾季畑作かんがいなどがある｡

従来,後進国の一般的な傾向として貯水ダム,取水堰などの主幹工事は盛んに行なわれるの

であるが,その貯水の有効利用が十分行なわれていないきらいがある｡ タイ国では この点に着

冒し,解決に着手 した ことは近代化に向かって一歩前進 した といえるのである｡

一方乾季におけるかんがいを実施する場合には,ChaoPhrayaPlainだけを考えても Bhu一

miphoIDam,ChainatDam では水量が不足 し新たな水源を求めなければ ならない という重

大な問題に遭遇することになる｡現在の乾季農業の技術な らびに収益か らすれば このために新

たな水源を開発することは困難なようであり,現在の農業技術,社会経済的な環境条件か らす

れば,む しろ現状における乾季利用可能水量に相当するかんがいだけを行ない,開発の主力は

雨季の降雨なり貯水を さらに有効に 利用することにより, 農地面積の 拡大を計った方が得策

のようである｡例えば BhumiphoIDam のある Yanhee地点か ら Kampangpetchあるいは

NakornSawanに至 る問,Lampan-Yanhee間にも広大な平地林が存在 し, これ らは 水田開

発が容易であり,また隣の NanRiver流域の水田開発の計画 (約130万 ha)も樹立 されてい

るのであって, これ ら開田が容易な平地林の開発による耕地 (水田)面積の拡大のためのかん

がい排水事業の実施が先ず優先的に行なわれ るべ きであると考え られ る｡すなわち一般農家の

教育程度,集約的な農業技術体系が確立するに従って内延的な集約農業の展開に必要な基盤整

備を行なってゆ くという方式を とるのが開発の順序ではなかろうか とも考えられ る｡ これ らの

かんがいによる農地開発において取水堰建設が高価にすぎるな らば発電の余剰電力を利用す る

Pumpによるかんがいを考慮することによって開発が一段 と容易になる場合がある｡
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以上のかんがい排水による農業開発において最 も基礎的な根本問題は必要かんがい水量の算

定であるっ現在, タイ国においては北部地帯でも中央平原で も-率に以下のような計算によっ

て計画が進め られている｡(マ レーシアで も同 じ水量が考 えられているようである)｡

水稲生育期間

水稲生育期間中に必要 とする水量

その間の有効雨量

差 引

導水中における水路損失

180日

1,828nlm (10.2mm/day)

1,050

778

800

計 1,578

これはちょうど 0.0011m3ノ′′ノsecノ/lla,0.00016m3/sec/Raiに相当 し, わが国の場合は必要水量

が 500-600mm,水路損失を入れないで 0.002m3/sec/haが一般でありいかに水田か ら'D損失

が多いかが うかがわれ るのである｡ しか しタイ国の場合,以上の値は水田か らの浸透を 0とみ

な しているが,そのような実験はいかなる状態で行なわれたかが問題で,今後の開発において

は必ず しも浸透量 0地帯ばか りではない と考えられ るので,かんがい必要水量の中に浸透量を

も加味 した考慮が必要になって くるのではないか と考え られ るCまた水田に卜浸透量を 0と考え

ておきなが ら導水中の水路損失が100%以上 となっているのも理解てきない ことである｡

また畑作物に対するかんがい も各地に畑地かんがい試験地を設けて試験 されているようであ

るが,畑地かんがいの実施段階にはほ ど遠いように見受け られた｡ ことに ChaoPhrayaPlain

においてほ氾濫かんがいが習慣 になっているので畑地かんがいの場合にも過剰かんがい となっ

て,む しろ湿害が発生 している所 さえ見受け られた｡従って畑地かんがいには必要以上の水量

をかんがい しないことと,一万排水,道路組織などの圃場整備が必要 となるO

また,Chiengmaiを中心 とした北方地方の農業では かな り集約的な 裏作が行なわれている

が, これに対す る畑地かんがい と圃場整備が必要のように感 じられた｡

写真1-1 Northeast地方における Tankの余

水吐してM萎理状況 (KudLingNgohUdorn)
写真15 Northeast地方における Tanl(
(HueySriDhonKalasin)
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東北地方についてみると, この地方は開発可能な未開地が広 く存在 してい るが,一般に起伏

が甚だ しい場合が多いので導水が困難で困っていると聞いた｡ これにはわが国で最 も一般的に

用い られている逆サイフォ ンを用いれば よいのであって,pipeとopenchannelの併用による

導水方法を採用すれば 容易に 解決で きるもの と思われ る｡ この地方は現在 Tankと呼ばれ る

小規模のアースダム貯水によるかんがいが中心 となっているのであるが,いずれ も貯水容量が

小 さいに もかかわ らず集中豪雨が多いために洪水排除のための余水吐施設の能力を大 き くしな

ければな らず, それがために 貯水容量が さらに少な くなる 悩みを もってい る｡ これを解決す

るためには近年わが国の干拓地堤防などに採用 されているアスファル トライニングを適用 し,

アースダムの下流側法勾配を淫に してアスファル トライニングを行 ない面越流堤にす ることを

検討す ることも必要のように思われた｡

5 む す び

1965年 1月～ 2月にわた り主 としてタイ国の かんがい排水に 関す る 予備調査を 行 なってき

たO 予想以上にかんがい排水事業が強力な組織で活発に展開 されているのを見て驚いた次第で

あるが,内面的に観察す ると農業技術の未発達のためにかんがい排水施設が完全に有効利用 さ

れていない段階にあるように見受けたO従って今後のタイ国の農業 を進展 させ るために当分は

耕地面積の拡大 とそれ-のかんがいに重点を置 き,農民の技術的水準の向上に努力 しなが らそ

れに並行的に基盤整備 な らびに圃場整備事業を行 ない農業 の集約化の方向に向か うべ きであろ

うと考え られた｡農業の集約化 のためには圃場整備事業が前提条件になることは程度の差はあ

るがいずれの国においても同様であることを痛感 させ られたっ
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